
2013年7月18日 第2回FDフォーラム 「青山学院大学の学生意識調査～この4年間の軌跡」
～」 

学生の意識調査から見る青山学院大学の学生像 

2013年7月18日 
㈱ベネッセコーポレーション 
大学事業部 東日本営業課 

谷口 雅子 
t-masako@mail.benesse.co.jp 

http://www.benesse.co.jp/univ/ 
 

mailto:t-masako@mail.benesse.co.jp
mailto:t-masako@mail.benesse.co.jp
mailto:t-masako@mail.benesse.co.jp


本日のご報告と調査について 

2013年7月18日 第2回FDフォーラム 「青山学院大学の学生意識調査～この4年間の軌跡～」 

2 

【受検人数、受検率2013年度】 
１年生 学生意識調査・・・ 3,798名（受検率96％）                  全国平均（2012年度を掲載）は93,529名 
２年生 学生意識調査・・・ 2,988名（受検率64％）                  全国平均（2012年度を掲載）は25,843名 
３年生 学生意識調査（キャリア・アプローチ）・・・ 2,618名（受検率61％）    全国平均（2012年度を掲載）は46,613名 
４年生 （2012年度卒業生）卒業生調査・・・ 2,658名（受検率65％） 
 
＊１年生～３年生：４月オリエンテーションもしくは履修ガイダンス時に着席方式にて実施 
＊４年生（2012）：２０１２年１１月～２０１３年３月まで郵送方式にて実施 

 内容 

１ NO.3-NO.6  学生意識調査の概要 

２ 
NO.7-NO.15  『１年生データから』 

 －どのような学生を受け入れているのか？ 
 －学生は青山学院大学に何を期待しているのか？ 

３ 
NO.16-NO.22  『２年生データから』 

 －入学１年後の学生は何に取り組み今をどう感じているか？ 

４ 
NO.23-NO.29  『３年生データから』 

 －入学２年後の学生は今をどう感じているか？ 

５ 
NO.30-NO.42  『４年生（2012）データから』 

 －青山学院大学はどのような人材を育てたのか 
 －卒業前の学生の大学生活に対する感想は  

６ NO.43-NO.56  卒業生調査から教育改善のヒントを探る 

７ NO.57-NO.58  まとめ・今後の活用について 



学生意識調査の概要 
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 調査A 

  

 30分 

調査B（適性診断） 

アンケート 

英語 

判断推理 

日本語理解 

学生意識調査構成 
【対学生】     

 調査機能に加え、対学生個別フィードバックも充実  
 ⇒自己理解に基づく進路オリエンテーションの役割 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【対教職員の皆様】 
 複数の入試経路から受け入れた学生を、 
 さまざまな角度から分析することができるツール 
 ⇒全国データと比較した相対的、客観的特徴の把握 
 ⇒学生の個人・集団データとして可視化することが目的 
  ・教職員の皆様と学生をつなげる多面的な基礎データ 
  ・入試総括 
  ・初年次教育、学士課程教育の検証データ 
  ・広報データ（満足度など学生からの評価の公開） 



学生意識調査の意味合い（対学生） 
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学生の 

気持ち 

期待vs不安 

就職準備！ 

１年生 ２年生 ３年生 ４年生 

「想像していたのと違う」 
「授業についていけない」「面白くない」 

「忙しい」「何となく流される」「友達ができな
い」「日々過ごすことに精いっぱい」 

将来への漠然とした不安 

中だるみ。 
現実が見え、目標を見失う。 
就職への不安・・・ 

学生意識
調査実施 

学
生
生
活
の

目
標
設
定 

１
年
の
振
り

返
り
と
目
標

再
設
定 

就
職
へ
の
意
識

付
け
と
不
安

の
解
消 

大
学
生
活 

の
総
括 

＊特に大規模大学では、学生個人にリーチすることが難しい。 
＊節目で刺激を与え、やる気を与える仕掛けを作る。（特に低学年における進路オリエンテーションの充実） 

●学生生活のＰＤＣＡサイクル支援 ＊節目で刺激を与える 
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１年生 

２年生 

３年生 

４年生 

基礎 
学力 

志望度 
進学・ 
入学理由 

大学への 
期待 

学習習慣 
（高校時） 

進路 
意識 

社会が 
求める力 

基礎 
学力 

満足度 
充実度 
お勧め度 

力を入れ
たこと 

成長実感 
・ 

ギャップ 
学習習慣 

進路 
意識 

社会が 
求める力 

能力 ― 
成長実感 

・ 
要望 

― 
進路 
意識 

社会が 
求める力 

― 
成長実感 

・ 
要望 

学習習慣 
就職 
結果 

大学で 
身に付い
た力 

満足度 
充実度 
お勧め度 

満足度 
充実度 
お勧め度 

入学時の大学への期待・本人の現状に対し 

力を入れ
たこと 

学生の意識・志向 学力・能力 

ＰＤＣＡサイクルの“Check”機能 

大学全体・学部などの学生像を把握し 
 

＊大学は期待を裏切っていないか？ 
＊青山学院大学で成長できたか？ 
＊学生の潜在・顕在ニーズは何か？ 
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※今回のご報告は、主に網伏せ部分のご報告です。他の項目につきましては、別途学内資料をご確認くださいますようお願いいたします。 

1、２年生学生意識調査＆３年生キャリア・アプローチ＆卒業生調査質問一覧 
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2013年度 １年生 

●どのような学生を受け入れているのか？ 
●学生は青山学院大学に何を期待しているのか？ 



進学理由 
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興味や

関心の

あること

を勉強し

たい

専門的

な知識

や技術

を身に

つけた

い

社会で

役立つ

知識や

技能を

身につ

けたい

将来の

ための

資格や

免許をと

りたい

さまざま

な人々と

交流し

たい

大卒の

学歴が

ほしい

先生や

家族が

進学を

勧める

やりたい

ことが

はっきり

していな

い

大学に

行くのが

当たり前

だった

自由に

過ごす

時間が

ほしい

自分を

変えてく

れそう

その他

全体 10年 (n=3419) 31.8 7.8 19.8 6.3 4.9 9.1 1.1 6.4 8.1 1.2 2.0 1.6

全体 11年 (n=3913) 32.3 7.7 21.9 6.3 6.6 5.5 0.6 6.9 7.0 1.3 2.5 1.4

全体 12年 (n=3899) 31.2 8.1 21.3 6.4 5.9 7.5 0.9 6.3 6.9 1.3 2.9 1.1

全体 13年 (n=3739) 32.6 8.1 21.4 6.5 6.1 6.2 0.7 6.1 7.5 1.1 2.7 1.3

【全国平均】 全国平均 27.1 12.6 16.5 16.1 3.3 6.3 1.7 7.2 4.0 1.2 2.3 1.7

0 

20 

40 

選
択

率
（％

）

進学理由(２０１０－２０１３）
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●この４年間で大きな変化なし 
●「興味や関心のあることを勉強」し、「社会で役立つ知識や技能を身につけたい」 
●「大学に行くのが当たり前だった」の比率は例年７～８％前後（全国４％） 



入学理由 
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学び

たい
学問

分野

があ
る

語学

教育
の充

実

教養

教育
の充

実

少人

数教
育の

充実

優秀

な教
員が

いる

資格

や免
許の

取得

入学

後に
専攻

分野

を選
択

国際

交流
が盛

ん

施

設・

設備

の充

実

キャ

ンパ
スの

立

地・
環境

のよ
さ

学費

の安

さ

奨学

金制
度の

利用

クラ

ブ・

サー

クル

活動

が盛

ん

歴

史・

伝統

総合

大学

知名

度の

高さ

大学

のイ
メー

ジ

就職

に有

利

自宅

通学

友

達・

家族

の評

判

授業

の楽
さ、自

由時

間の
多さ

高校

の先
生の

勧め

入試

難易
度が

合っ

てい
た

付属

高校
に通

学

その

他

全体 10年 (n=3419) 48.2 22.4 5.1 3.2 2.8 9.5 5.0 10.6 10.7 21.8 0.7 0.5 4.1 7.6 4.4 42.6 31.7 8.2 8.5 4.8 0.8 2.1 19.4 7.2 7.6

全体 11年 (n=3913) 50.1 21.8 4.2 2.3 3.2 10.4 4.6 13.0 8.9 29.2 0.2 0.5 4.9 7.1 3.1 39.9 31.8 7.1 8.7 4.7 0.6 2.6 20.5 6.2 6.9

全体 12年 (n=3899) 50.5 19.1 4.8 2.4 3.0 8.8 5.1 11.3 9.1 27.9 0.3 0.5 5.1 7.4 3.7 43.2 29.3 9.2 8.5 4.8 0.7 2.5 23.4 7.0 7.2

全体 13年 (n=3739) 49.0 20.6 4.6 2.3 2.8 8.2 4.8 12.3 6.4 41.9 0.2 0.4 5.2 5.4 2.7 38.7 27.3 9.1 13.1 4.2 0.6 2.8 20.3 7.2 5.8

【全国平均】 全国平均 57.4 7.6 5.4 4.4 3.9 28.4 6.6 5.6 13.4 18.4 5.4 2.6 7.2 5.6 4.0 13.8 15.2 16.1 20.3 3.2 1.7 8.6 24.3 4.2 9.1
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入学理由 （３つまで選択）２０１０－２０１３
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●「学びたい学問分野がある」「立地・環境」「知名度」「大学イメージ」の順で選択率が高い 
●特徴的・・・「語学教育の充実」「国際交流」「大学ブランド（知名度・イメージ）」⇒学生の期待 



大学で力をいれたいこと 

2013年7月18日 第2回FDフォーラム 「青山学院大学の学生意識調査～この4年間の軌跡～」 

専門的

な勉強

コン

ピュー

ターに

関する

勉強

語学に

関する

勉強

資格取

得のた
めの勉

強

公務員

などの
試験対

策準備

教員と

の交流

クラブ・

サーク

ル活動

社会活

動

海外留

学

友達と

の交際

アルバ

イト

対人的

コミュ

ニケー

ション・

スキル

論理的

思考力

文章作

成能力

幅広い

教養

自己責

任能力

業種・

企業研

究

全体 10年 (n=3419) 94.0 79.6 88.1 80.8 49.7 63.5 82.8 48.3 50.9 92.7 83.2 90.9 90.6 90.1 92.3 92.7 74.3

全体 11年 (n=3913) 96.1 82.3 91.5 83.7 49.0 74.3 87.7 51.5 56.1 95.3 86.6 95.3 92.8 91.4 94.2 95.0 77.5

全体 12年 (n=3899) 95.8 82.9 90.1 81.6 47.9 75.6 86.2 53.3 58.0 94.9 83.6 95.2 93.1 91.9 92.9 94.3 78.3

全体 13年 (n=3739) 96.6 81.2 92.0 83.1 49.0 77.1 88.2 55.9 60.5 95.9 84.8 95.9 92.5 91.6 95.0 95.4 77.1

【全国平均】 全国平均 95.7 81.5 78.4 89.5 57.0 74.4 75.8 50.3 39.4 93.0 83.6 93.2 88.2 89.0 89.9 93.2 73.3
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力を入れたいこと２０１０－２０１３
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●この４年間では「教員との交流」・「社会活動」・「海外留学」の希望増 
●特徴として、入学理由と同様、語学や留学に対する期待が高い 
          勉学だけでなく、「クラブ・サークル」などにも関心が高い 

※１７項目の各項
目に対し、「かなり
力をいれたい」＋
「やや力をいれた
い」と肯定的に回
答した割合 



身につけたい英語のレベル 

2013年7月18日 第2回FDフォーラム 「青山学院大学の学生意識調査～この4年間の軌跡～」 
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全国平均

身につけたい英語のレベル2010-2013

仕事ができるレベル 留学し、授業についていけるレベル

一般的な日常会話レベル ホームステイや語学研修で楽しむレベル

大学の単位を落とさなければそれでよい

11 

●「仕事ができるレベル」と「留学し、授業についていけるレベル」の合計が例年５５％前後 

仕事ができるレベル 留学し、授業に 
ついていけるレベル 

一般的な日常会話レベル 

（選択率％） 



高校時代の学習経験 

2013年7月18日 第2回FDフォーラム 「青山学院大学の学生意識調査～この4年間の軌跡～」 

わかりやす

い文章を書

く

自分の意見

や考えを発

表する

ディスカッ

ションをする

必要な情報

を図書室や

図書館で調

べる

インターネッ

トで情報を

検索する

新聞や

ニュースか

ら、社会の

ことを知る

全体 10年 (n=3419) 64.6 46.9 32.7 29.8 76.7 61.8

全体 11年 (n=3913) 63.9 46.7 33.1 29.2 78.9 66.2

全体 12年 (n=3899) 63.6 46.2 34.3 28.2 79.2 59.6

全体 13年 (n=3739) 64.1 49.1 37.4 27.8 78.8 60.2

【全国平均】 全国平均 61.4 42.0 31.0 27.9 73.6 57.6
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学習経験2010-2013

12 

●「ディスカッションをする」はこの4年間で微増（全入試区分、全学部） 

微増 



卒業後の想定進路 

2013年7月18日 第2回FDフォーラム 「青山学院大学の学生意識調査～この4年間の軌跡～」 

企業・団体へ

の就職
起業

公務員や教

員
大学院進学 未定

全体 10年 (n=3419) 54.6 4.0 16.7 10.1 14.6

全体 11年 (n=3913) 53.9 4.0 15.8 10.4 15.9

全体 12年 (n=3899) 53.7 4.2 14.8 11.0 16.3

全体 13年 (n=3739) 56.5 3.4 15.8 9.7 14.6

【全国平均】 全国平均 47.8 4.1 23.2 8.0 16.9
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卒業後の想定進路２０１０－２０１３
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●この４年間では大きな変化なし 
●「企業・団体への就職」希望は例年５５％前後 



2013年7月18日 第2回FDフォーラム 「青山学院大学の学生意識調査～この4年間の軌跡～」 

2013年度 ２年生 

●入学１年後の学生は何に取り組み今をどう感じているか？ 

14 



大学における勉学・生活の充実度 

2013年7月18日 第2回FDフォーラム 「青山学院大学の学生意識調査～この4年間の軌跡～」 

15 
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72.7
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（学部・学科を）後輩に勧めるか

Q2 後輩へ勧める 肯定率 Q2 後輩へ勧める 否定率

（％） 

（％） 

●「とても充実している」＋「まあ充実している」と答えた比率・・・８１．２％（２０１３年度） 
●「後輩にとても勧めた」＋「まあ勧めたい」と答えた比率・・・７２．７％（２０１３年度） 



専門的

な勉強

コン

ピュー

ターに

関する

勉強

語学に

関する

勉強

資格取

得のた

めの勉

強

公務員

などの

試験対

策準備

教員と

の交流

クラブ・

サーク

ル活動

社会活

動

海外留

学

友達と

の交際

アルバ

イト

対人的

コミュニ

ケー

ション

スキル

論理的

思考力

文章作

成能力

幅広い

教養

自己責

任能力

業種・

企業研

究

11年(n=2114) 71.1 61.4 67.7 30.6 8.8 24.6 61.9 14.3 12.5 83.5 65.2 67.3 64.2 56.3 66.4 76.2 24.2

12年(n=2585) 69.6 61.0 65.7 30.5 10.0 25.7 65.2 17.1 16.3 85.8 72.3 71.4 61.0 54.6 65.9 78.1 27.0

13年(n=2988) 68.1 60.1 67.1 30.3 10.5 27.0 66.0 16.7 16.4 84.8 68.7 70.7 63.7 57.2 64.7 77.4 27.1

【全国平均】 70.4 55.2 51.0 36.5 11.4 36.0 53.5 16.3 10.0 87.2 70.5 70.5 58.0 52.3 59.1 75.7 29.0

0.0
10.0
20.0
30.0
40.0
50.0
60.0
70.0
80.0
90.0

100.0

肯
定

回
答

率
％

学生生活・力を入れた程度（肯定の回答が選択された比率％）２０１１－２０１３

大学で（１年次に）力をいれた取り組み 

2013年7月18日 第2回FDフォーラム 「青山学院大学の学生意識調査～この4年間の軌跡～」 

16 

●特徴として入学時の希望と対応し、「語学」「クラブ・サークル」などに取り組んでいる学生が多い 
●青山スタンダードの影響か、「コンピュータに関する勉強」「幅広い教養」に 
  取り組んだ自覚がある割合が全国を上回る 
●ここ数年期待が高まっている「教員との交流」は、全国平均に満たない状態 



入学前の大学イメージと入学後のイメージギャップ 

2013年7月18日 第2回FDフォーラム 「青山学院大学の学生意識調査～この4年間の軌跡～」 
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17 

●青山学院大学・・・入学理由で確認できるように入学前の「大学のイメージ」がよいとする割合は高い 
●入学後に「大学のイメージ」を維持している（反動を起こしていない） 

選択率（％） 

選択率（％） 



イメージギャップ・・・想像より悪かった理由 

2013年7月18日 第2回FDフォーラム 「青山学院大学の学生意識調査～この4年間の軌跡～」 
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1 興味のある科目の数が少ない 2 授業の内容が難しい 3 語学教育が不足している

4 専門科目が少ない 5 自由時間が少ない 6 教員との交流機会が少ない

7 学生同士の交流機会が少ない 8 周囲の学生の意識が低い 9 キャンパスの施設・設備が不十分

10 キャリア形成支援・資格取得支援が不十分 11 その他 12 特になし

18 

●入学時に高い期待が寄せられている「語学教育」に対し、“想像より悪かった“が上がる 

※想像より悪かったと回答した学生対象 

選択率（％） 



どのような能力を身につけるのに授業が役だっているか 

2013年7月18日 第2回FDフォーラム 「青山学院大学の学生意識調査～この4年間の軌跡～」 
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論理的思考

力 （情報や
知識を論理

的に分析

し、説明す
ることができ

る）

問題解決力

（問題を発
見し、必要

な情報を収

集・分析した

上で解決す

ることができ

る）

自己管理力

（自らを律し
て行動する

ことができ
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チームワー
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者に働きか
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したがって
行動するこ
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一員として

の意識をも

ち、仕事や

地域活動、

政治参加な

どを通して

社会と関わ
ることができ

る）

生涯学習力

（卒業後も
自ら進んで

学習するこ

とができる）

全体 11年(n=2114) 71.2 47.7 70.4 63.9 68.7 67.7 56.2 71.8 57.4 66.0

全体 12年(n=2585) 67.6 44.2 70.9 64.5 65.9 67.9 55.9 68.8 52.6 61.9

全体 13年(n=2988) 67.3 49.0 70.1 64.3 66.0 67.4 55.8 69.3 57.8 63.9

全国平均 【全国平均】 60.5 47.6 68.9 59.8 63.8 66.4 56.6 69.5 54.6 58.8
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どのような能力を身につけるのに授業が役だっているか2011-2013

19 

●「数量的スキル」「チームワーク・リーダーシップ」「市民としての社会的責任」以外は６０％以上の 
  学生が能力獲得に授業が役だっていると回答 
●入学時の希望・取り組みと対応し、特に「コミュニケーションスキル」への役立ちを実感（対全国） 
 

60％ライン 



現在の学習習慣・１週間あたりの自習時間 

2013年7月18日 第2回FDフォーラム 「青山学院大学の学生意識調査～この4年間の軌跡～」 

図書館

を利用

する

教科書

以外の

文献を

読む
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読む
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提出す

る

全体 11年(n=2114) 71.3 55.1 42.9 86.4 72.1 38.4 40.8 93.7

全体 12年(n=2585) 73.2 50.0 33.7 83.7 70.8 36.5 46.4 92.2

全体 13年(n=2988) 72.9 51.2 38.9 81.1 68.0 40.0 44.9 90.2

全国平均 平均【全国平均】 65.2 42.2 33.9 80.8 63.6 35.2 37.6 91.3
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学習習慣2011-2013
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週あたり10時間以

上

週あたり5～10時

間未満

週あたり5時間未

満
自習はしていない

全体 11年(n=2114)

全体 12年(n=2585) 8.4 31.0 46.4 14.2

全体 13年(n=2988) 7.5 27.6 46.5 18.4

全国平均 平均【全国平均】 6.5 24.4 45.9 23.1
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１週間あたりの自習時間2012-2013



2013年7月18日 第2回FDフォーラム 「青山学院大学の学生意識調査～この4年間の軌跡～」 

2013年度 ３年生 

●入学２年後の学生は今をどう感じているか？ 

21 
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2013年7月18日 第2回FDフォーラム 「青山学院大学の学生意識調査～この4年間の軌跡～」 

22 大学における勉学・生活の充実度 

●「とても充実している」＋「まあ充実している」と答えた比率・・・８１．７％（２０１３年度） 
●「後輩にとても勧めた」＋「まあ勧めたい」と答えた比率・・・６８．９％（２０１３年度） 

（％） 

（％） 



2013年7月18日 第2回FDフォーラム 「青山学院大学の学生意識調査～この4年間の軌跡～」 
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集・分析した
情報を、

ルールに
のっとって活

用すること

ができる）

論理的思考

力 （情報や

知識を論理

的に分析

し、説明する
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る）
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て行動する
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る）

チームワー

ク・リーダー
シップ （他

者に働きか

け、協力し
あって行動

することがで

きる）

倫理観 （自
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社会の規範

やルールに

したがって
行動するこ

とができる）

市民として

の社会的責
任 （社会の

一員として
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どを通して
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ることができ
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生涯学習力

（卒業後も自
ら進んで学

習すること

ができる）

全体 12年(n=2405) 57.6 45.0 61.9 59.0 58.4 55.8 50.0 59.6 51.5 54.1

全体 13年(n=2618) 57.9 46.8 61.1 60.2 61.4 57.4 53.4 61.4 54.0 56.8

全体 【全国平均】 51.3 47.8 61.2 57.0 58.6 57.8 55.3 63.0 52.5 55.9
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どのような能力を身につけるのに授業が役だっているか2011-2013

23 どのような能力を身につけるのに授業が役だっているか 



大学満足度（個別項目） 
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学部の授業やカ

リキュラム

友人との人間関

係
教員との関係

就職課・キャリア

センターのサ

ポート

全体 12年(n=2405) 57.6 67.9 49.4 49.9

全体 13年(n=2618) 57.3 67.7 52.2 48.5

全体 【全国平均】 57.3 69.8 58.4 57.6

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

肯
定

回
答

率
％

大学生活の満足度（個別項目）2012-2013
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２年間のカリキュラムの感想 
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49.3 

56.8 

71.9 

50.4 

51.9 

68.8 

49.3 

50.8 

66.3 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 

成長を実感できる科目が多い

科目間の関連がわかりやすい（カリキュラムが

体系立っている）

興味関心のある科目が多い

カリキュラム感想2011-2013

全体 13年(n=2618)

全体 12年(n=2405)

全体 11年(n=3311)

25 

●「興味関心のある科目」・「科目間の関連」の数値低下、 
 「興味関心のある科目が多い」と「成長を実感できる科目が多い」のかい離をどう解釈するか 

肯定回答率％ 

（％） 



大学教育への要望 
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56.5 

56.8 

60.1 

69.6 

62.2 

71.5 

70.3 

56.8 

58.7 

59.3 

65.3 

62.8 

66.7 

69.6 

54.9 

59.0 

59.0 

63.3 

64.3 

65.9 

68.4 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 

もっと専門を深めるカリキュラムにしてほしかった

もっと語学教育を充実させてほしかった

もっと実践的な授業（実習やフィールドワーク）を

増やしてほしかった

もっと思考方法（論理的思考・批判的思考）に関

することを学びたかった

もっと教員と接する機会を増やしてほしかった

もっと文章やレポートを学びたかった

もっと企業と接する機会を増やしてほしかった

大学教育への要望2011-2013

13年(n=2618)

12年(n=2405)

11年(n=3311)

26 

●一番の要望・・・「企業と接する機会を増やしてほしい」 
●入学生の希望の傾向と同様「教員と接する機会」「さらなる語学教育の充実」を望む傾向 

肯定回答率％ 



就職活動への不安 

2013年7月18日 第2回FDフォーラム 「青山学院大学の学生意識調査～この4年間の軌跡～」 

自己

分析

企業

研究

筆記

試験

対策

エント

リー

シート

や履

歴書

OB・

OG訪

問の

方法

面接

対策

グ

ループ

ディス

カッ

ション

対策

マナー

公務

員や

教員

の試

験対

策

その

他

全体 12年(n=2405) 25.6 20.3 20.0 25.0 8.5 49.7 26.7 4.3 11.2 4.4

全体 13年(n=2618) 25.9 21.0 20.3 24.6 8.4 47.0 27.1 4.8 12.3 4.1

全国平均 【全国平均】 28.4 17.4 27.6 24.8 6.2 48.1 23.5 5.3 10.5 3.2

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

選
択

率
％

就職活動への不安（二つ選択）2012-2013
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●筆記試験対策よりも、自己分析、ＥＳ対策、グループディスカッションに対する不安 
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2012年度 ４年生 
（卒業生調査） 

●青山学院大学はどのような人材を育てたのか 
●卒業前の学生の大学生活に対する感想は 

28 



36.1%

35.0%

36.8%

50.2%

47.6%

53.0%

11.4%

13.8%

9.1%

2.0%

3.1%

0.9%

0.3%

0.5%

0.2%

全体（n=2658)

男子(n=1312)

女子(n=1329)

大学教育への総合満足度

とても満足している やや満足している あまり満足していない

まったく満足していない 無回答

47.0%

42.8%

50.8%

43.1%

44.1%

42.3%

7.9%

10.1%

5.8%

1.5%

2.4%

0.7%

0.5%

0.6%

0.5%

全体（n=2658)

男子(n=1312)

女子(n=1329)

学生生活の充実度

とても充実している やや充実している あまり充実していない

まったく充実していない 無回答

37.8%

33.2%

42.0%

51.9%

53.0%

51.0%

7.8%

9.9%

5.7%

1.7%

2.7%

0.7%

0.9%

1.2%

0.6%

全体（n=2658)

男子(n=1312)

女子(n=1329)

後輩へお勧めしたいか（青山学院大学）

勧めたい やや勧めたい あまり勧めたくない 勧めたくない 無回答

30.7%

27.4%

33.6%

49.2%

46.3%

52.3%

15.5%

19.2%

11.8%

3.4%

5.5%

1.4%

1.3%

1.7%

0.9%

全体（n=2658)

男子(n=1312)

女子(n=1329)

後輩へお勧めしたいか（所属学部・学科）

勧めたい やや勧めたい あまり勧めたくない 勧めたくない 無回答

各指標（満足度など） 
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●どの指標も女子学生の肯定率が男子の肯定率を上回る 
●満足度関連（総合満足・お勧め）に関しては、（調査回答者のうち）約80％以上の学生が満足 

90.1
％ 

86.3
％ 

89.7
％ 

79.9
％ 

選択率（％） 選択率（％） 

選択率（％） 選択率（％） 
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専門

的な

勉強

コン

ピュー

ターに

関す

る勉

強

語学

に関

する

勉強

資格

取得

のた

めの

勉強

公務

員な

どの

試験

対策

準備

教員と

の交

流

クラ

ブ・

サーク

ル活

動

社会

活動

（ボラ

ンティ

ア・

NPOな

ど）

海外

留学

をする

友達と

の交

流

アル

バイト

コミュ

ニ

ケー

ショ

ン・ス

キル

を身

につ

ける

論理

的思

考力

を身

につ

ける

文章

作成

能力

を身

につ

ける

幅広

い教

養を

身に

つける

自己

責任

能力

を身

につ

ける

就職

活動

をする

卒業

論文・

卒業

研究

全体(n=2658) 78.7% 49.5% 59.7% 53.1% 25.0% 41.7% 61.4% 33.8% 29.2% 83.6% 78.7% 79.3% 78.3% 73.4% 80.2% 85.7% 75.8% 72.1%

男子(n=1312) 78.0% 52.0% 53.2% 46.4% 27.5% 41.4% 62.7% 30.7% 23.7% 80.3% 73.8% 76.1% 81.2% 71.3% 78.6% 82.0% 69.4% 74.1%

女子(n=1329) 79.8% 47.1% 66.0% 59.5% 22.4% 42.0% 60.1% 36.7% 34.3% 87.1% 83.7% 82.7% 75.5% 75.5% 82.1% 89.5% 81.9% 70.1%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

100.0%

肯
定

回
答

率
％

学生生活・力をいれた程度（肯定の回答が選択された比率％）

30 大学で力をいれた取り組み 

60％ライン 



コミュニ

ケーション・

スキル

（日本語や

外国語を
用いて読

み、書き、
聞き、話す

ことができ

る）

数量的ス

キル （自

然や社会

的な事柄

について、
統計的に

分析、理解
し、説明す

ることがで

きる）

情報リテラ

シー （イン
ターネット

を用いて収

集・分析し
た情報を、

ルールに
のっとって

活用するこ

とができ

る）

論理的思

考力 （情

報や知識

を論理的

に分析し、
説明するこ

とができ
る）

問題解決

力 （問題
を発見し、

必要な情

報を収集・
分析した上

で解決する

ことができ

る）

自己管理

力 （自ら
を律して行

動すること

ができる）

チームワー

ク・リー
ダーシップ

（他者に働

きかけ、協
力しあって

行動するこ

とができ

る）

倫理観

（自己の良

心と社会の

規範や

ルールにし
たがって行

動すること
ができる）

市民として

の社会的
責任 （社

会の一員と

しての意識
をもち、仕

事や地域
活動、政治

参加などを

通して社会

と関わるこ

とができ

る）

生涯学習

力 （卒業

後も自ら進

んで学習

することが
できる）

大学の授業・講座の中で身についたもの(n=2658) 62.8% 56.5% 69.9% 74.0% 72.5% 67.1% 56.2% 68.0% 50.1% 72.6%

それ以外の場で身についたもの(n=2658) 73.1% 41.0% 50.2% 59.0% 74.2% 77.7% 74.1% 76.0% 64.4% 65.5%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

肯
定

回
答

率
％

大学で身についた力

大学で身についた力 
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60％ライン 

●授業では、「論理的思考力」「問題解決力」「生涯学習力」等が特に身についたと実感 



大学教育・学生生活への満足度（個別項目） 
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36.6%

40.2%

55.6%

58.0%

64.5%

64.9%

76.5%

78.1%

78.9%

80.0%

80.0%

80.8%

85.0%

85.2%

86.3%

89.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

国際交流・留学支援

奨学金制度

実験・実習の施設・設備

就職支援

大学職員の対応

語学教育

コンピュータールーム

教養教育

多目的スペース

食堂

キャンパスの立地

専門教育

図書館

校舎・教室

学生ポータル

大学のイメージやブランド

大学教育・学生生活の満足度（肯定回答率）
全体(n=2658)

32 

60％ライン 

（％） 

●どの項目も８０％程度の学生が満足と回答 
●期待の高い「語学教育」は６４．９％ 
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32.4%

40.3%

57.6%

52.1%

57.7%

58.2%

72.3%

72.6%

72.2%

74.3%

72.5%

77.3%

81.6%

81.5%

81.0%

85.0%

40.7%

40.0%

53.6%

63.7%

70.9%

71.3%

80.6%

83.4%

85.3%

85.5%

87.5%

84.1%

88.2%

88.9%

91.5%

94.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%100.0%

国際交流・留学支援

奨学金制度

実験・実習の施設・設備

就職支援

大学職員の対応

語学教育

コンピュータールーム

教養教育

多目的スペース

食堂

キャンパスの立地

専門教育

図書館

校舎・教室

学生ポータル

大学のイメージやブランド

大学教育・学生生活の満足度（肯定回答率）
女子(n=1329)  男子(n=1312)

33 （参考）大学教育・学生生活への満足度（個別項目） 男女別 

●女子学生の満足度が特に高い 

60％ライン 

（％） 

32.5%

56.0%

52.6%

54.8%

55.4%

61.3%

59.8%

61.8%

62.2%

63.6%

64.1%

68.3%

71.7%

28.1%

47.9%

52.2%

51.2%

55.2%

56.4%

61.3%

59.9%

64.2%

64.3%

71.3%

67.3%

68.8%

30.3%

52.0%

52.4%

53.0%

55.3%

58.8%

60.5%

60.8%

63.2%

63.8%

67.6%

67.7%

70.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

高校までの知識を復習する機会

ディスカッションやプレゼンテーションのある授業

教員と接する機会

ゼミ形式の科目

キャリア形成・就職活動支援の授業やプログラム

授業の内容が社会とどう関わっているのか

文章力を身につける授業やプログラム

教養を幅広く身につけるカリキュラム

実習やフィールドワークなどの実践的な授業

専門を深めるカリキュラム

語学教育の充実

思考法を身につける授業やプログラム

社会人や企業と接する機会

大学教育への要望（増やしてほしかったことなど）（肯定回答率）

全体(n=2658)

女子(n=1329)

男子(n=1312)



大学教育への要望（男女別） 
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32.5%

56.0%

52.6%

54.8%

55.4%

61.3%

59.8%

61.8%

62.2%

63.6%

64.1%

68.3%

71.7%

28.1%

47.9%

52.2%

51.2%

55.2%

56.4%

61.3%

59.9%

64.2%

64.3%

71.3%

67.3%

68.8%

30.3%

52.0%

52.4%

53.0%

55.3%

58.8%

60.5%

60.8%

63.2%

63.8%

67.6%

67.7%

70.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

高校までの知識を復習する機会

ディスカッションやプレゼンテーションのある授業

教員と接する機会

ゼミ形式の科目

キャリア形成・就職活動支援の授業やプログラム

授業の内容が社会とどう関わっているのか

文章力を身につける授業やプログラム

教養を幅広く身につけるカリキュラム

実習やフィールドワークなどの実践的な授業

専門を深めるカリキュラム

語学教育の充実

思考法を身につける授業やプログラム

社会人や企業と接する機会

大学教育への要望（増やしてほしかったことなど）（肯定回答率）

全体(n=2658)

女子(n=1329)

男子(n=1312)
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●７０％以上の学生が望むものは「社会人や企業と接する機会」「思考法」「語学」 
●満足度が女子と比べ低い男子のニーズは「ディスカッションやプレゼン」 

60％ライン 

（％） 



1年生前期
27%

1年生後期

8%

2年生前期

13%

2年生後期

7%

3年生前期

19%

3年生後期

7%

4年生前期

7%

4年生後期

5%

常に意欲的だった

5%

ずっと意欲的になれな

かった
1%

無回答

1%

学業・学問に意欲的になった時期（１位）

学業・学問に意欲的になった時期 
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●１年生前期が最も高く、ついで３年生前期 

選択率（％） 



学業に意欲的になったきっかけ 

2013年7月18日 第2回FDフォーラム 「青山学院大学の学生意識調査～この4年間の軌跡～」 

1_1_時期（1位） 1年生前期 1年生後期 2年生前期 2年生後期 3年生前期 3年生後期 4年生前期 4年生後期
ずっと意欲
的になれな
かった

常に意欲的
だった

NA 総計

選択人数 729 215 344 189 502 181 179 133 38 133 15 2658

期待していた通りの教育環境
だった 22.36% 7.44% 3.78% 0.53% 1.20% 0.55% 0.56% 0.75% 0.00% 12.78% 0.00% 8.24%
入学後のオリエンテーション・合
宿などで刺激を受けた 33.06% 9.77% 3.20% 0.00% 0.20% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.75% 6.67% 10.38%
コース選択、ゼミ・研究室選択な
どが契機となった 4.66% 20.00% 13.08% 14.29% 16.14% 5.52% 8.38% 3.76% 0.00% 4.51% 0.00% 10.01%
普段の授業で学問の面白さを感
じた 17.15% 20.00% 24.71% 19.58% 11.55% 6.63% 5.03% 5.26% 0.00% 21.80% 13.33% 15.31%
学業、学問に関連する文献を読
んで刺激を受けた 2.74% 1.86% 6.69% 5.29% 3.39% 2.76% 0.56% 0.00% 0.00% 4.51% 0.00% 3.24%

いい先生に出会った
3.70% 7.44% 8.14% 8.99% 9.76% 7.18% 7.26% 6.02% 0.00% 7.52% 0.00% 6.81%

このままでは進級・卒業できない
と思った 1.37% 7.44% 11.92% 9.52% 7.97% 6.08% 8.94% 12.03% 2.63% 2.26% 0.00% 6.47%

ゼミ・研究室での学びを通じて
0.00% 1.40% 4.07% 4.76% 20.72% 12.15% 26.82% 12.03% 0.00% 0.75% 0.00% 8.16%

卒業論文の準備・執筆を通じて
0.14% 0.00% 0.29% 1.06% 0.40% 3.31% 8.94% 33.83% 0.00% 3.01% 0.00% 2.90%

進路について意識し始めた
1.78% 3.72% 6.40% 10.58% 15.54% 24.31% 13.41% 5.26% 10.53% 8.27% 0.00% 8.69%

インターンシップで刺激を受けた
0.00% 0.93% 0.87% 0.53% 1.20% 2.76% 1.12% 0.00% 0.00% 0.75% 0.00% 0.75%

就職活動を経験した
0.00% 1.86% 0.29% 0.00% 0.40% 12.71% 8.94% 11.28% 0.00% 0.00% 0.00% 2.29%

海外留学（短期留学、語学研修
を含む）を経験した 0.55% 0.93% 6.10% 9.52% 2.99% 5.52% 2.79% 0.00% 0.00% 3.01% 6.67% 3.01%

ボランティアを経験した
0.14% 2.33% 0.58% 0.00% 1.20% 0.55% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.56%

アルバイトが契機となった
0.14% 1.40% 0.00% 1.06% 0.60% 0.00% 0.00% 0.00% 5.26% 0.75% 0.00% 0.45%

学外での活動（上記以外）で学
びの必要性を感じた 0.96% 3.26% 2.03% 3.17% 1.59% 4.42% 2.23% 1.50% 2.63% 2.26% 0.00% 1.99%

友人の影響
3.98% 2.33% 3.49% 5.82% 1.39% 1.66% 2.23% 2.26% 0.00% 4.51% 0.00% 3.01%

その他
6.31% 6.51% 3.78% 5.29% 3.59% 3.31% 2.23% 4.51% 50.00% 18.05% 0.00% 6.02%

NA
0.96% 1.40% 0.58% 0.00% 0.20% 0.55% 0.56% 1.50% 28.95% 4.51% 73.33% 1.69%

総計
100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00%
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リーディング, 

9.1%

リスニング, 

15.0%

ライティング, 

6.6%
スピーキ

ング, 

59.6%

特にない, 

8.0%
無回答, 1.7%

英語教育で充実させてほしかった分野
選択率（％） 



志望先に就

職・進学でき

なかったか

ら, 41.5%進路が決ま

らなかった

から, 39.4%

その他の理由, 

15.3%

無回答, 3.9%

不満の386名：不満の理由

かなり満足, 

45.8%

やや満足, 

37.9%

やや不満, 

10.2%

かなり不

満, 4.3% 無回答, 1.8%

進路・就職先満足度（n=2658)

進路・就職先満足度 
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83.7％ 

選択率（％） 

選択率（％） とりあえず就

職・進学できる

から, 19.8%

志望先に就職・

進学が決まっ

たから, 47.6%

当初の志望先

ではないが、納

得しているから, 

25.4%

その他の理

由, 4.6% 無回答, 2.5%

満足した2225名：満足の理由
選択率（％） 



卒業後の進路について具体的な行動を始めた時期 

2013年7月18日 第2回FDフォーラム 「青山学院大学の学生意識調査～この4年間の軌跡～」 

入学前
1年生

前期

1年生

後期

2年生

前期

2年生

後期

3年生

前期

3年生

後期

4年生

前期

4年生

後期
留学中 その他 無回答

全体(n=2658) 5.0% 2.3% 2.1% 2.6% 5.8% 21.0% 44.0% 6.5% 2.3% 0.3% 2.1% 6.2%

内定有（企業・各種団体へ正規社員・職員として就

職）(n=1677)
3.6% 2.0% 1.5% 1.7% 5.2% 22.2% 51.6% 4.1% 1.3% 0.3% 1.1% 5.4%

内定無（就職活動継続中・未定）(n=150) 7.3% 1.3% 1.3% 2.0% 4.0% 10.7% 44.0% 9.3% 9.3% 0.0% 6.7% 4.0%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%
選

択
率

％

卒業後の進路について具体的な行動を始めた時期
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就職準備で役立ったこと 

2013年7月18日 第2回FDフォーラム 「青山学院大学の学生意識調査～この4年間の軌跡～」 

進路・

就職
セン

ター、

進路

グ

ルー
プに

相談

に行く

学外

の就

職サ

イトを

活用
する

保護

者・先
輩・友

人な

どに
相談

する

学外

の企
業説

明会

に出
席す

る

教員

やゼ
ミ・研

究室

によ
る支

援

学内

の企
業説

明会

に出
席す

る

OB・

OG訪
問を

する

その

他

イン

ター
ンシッ

プに

行く

無回

答

公務

員、
教員・

保育

士採

用試

験対
策塾

に通

う

大学

で紹
介し

てい

る求
人票

を見
る

学内

限定
の就

職支

援サ
イトを

活用
する

エント

リー
シート

の添

削を
受け

る

就職

対策
本を

購入

する

学内

の就
職・採

用試

験対
策講

座に

参加

する

就職

塾に
通う

リク

ルー
ター

に会

う

ハ

ロー
ワー

ク、

ジョブ
カフェ

に行く

適性

検査
を受

ける

資格

対策
塾に

通う

キャリ

ア・就
職の

ため

の授
業を

履修
する

全体(n=2658) 17.9% 12.1% 9.8% 9.3% 7.4% 5.9% 5.8% 5.5% 4.6% 3.1% 2.9% 2.8% 2.7% 2.6% 1.5% 1.4% 1.2% 1.1% 0.7% 0.7% 0.7% 0.5%

0.0%
2.0%
4.0%
6.0%
8.0%

10.0%
12.0%
14.0%
16.0%
18.0%
20.0%

選
択

率
％

就職準備で役立ったこと（１位）
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卒業生調査から 
教育改善のヒントを探る 
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 青山学院大学にとって「大学ブランド」が持つ意味合いは大きい 
      ⇒入学時の大学志望度と、卒業時の大学総合満足度に着目して 
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2013年7月18日 第2回FDフォーラム 「青山学院大学の学生意識調査～この4年間の軌跡～」 

42 

１年生データ（２０１３）・・・大学ブランドと語学に期待 
 

・専門や教養、語学だけではなく、クラブ・サークルや社会活動、海外留学などさまざまなことに取り組みたいと考える活発な学生が入学 
・青山学院大学に対しては“大学ブランド”に信頼を寄せ、語学教育、国際交流などに期待している。語学教育に求めるレベルは高い 
・近年、教員との交流を期待する学生が増加 

２年生データ（２０１３）・・・希望に近い学生生活、充実と満足 
 

・入学前に抱いていた青山学院大学に対するよいイメージは維持されている 
・約８割の学生が充実、約７割の学生が所属する学部・学科をお勧めしている 
・入学時の希望通り、「語学」「クラブ・サークル」に力を入れている⇒特にコミュニケーションスキルが身についた実感が高いことが特徴 
・期待が高まる教員との交流を実現している割合は低い 

３年生から（２０１３）・・・希望に近い学生生活、充実と成長、満足 
 

・約８割の学生が充実、約７割の学生が所属する学部・学科をお勧めしている 
・特にコミュニケーションスキルが身についた実感が高いことが特徴 
・大学教育に対し、「企業と接する機会」を求める割合が約７割、「文章やレポートを学ぶ機会」「教員と接する機会」 
 「思考方法を学ぶ機会」「実践的な授業」「語学教育の充実」は６割を超える学生が希望している（いずれも回答者に占める割合） 

４年生から（２０１２）・・・大学ブランド、教育に満足。論理的思考力や問題解決力が身についた 
 

・大学教育に総合的に満足している割合、後輩へ青山学院大学をお勧めする割合は約９割 
・約９割の学生が充実、約８割の学生が所属する学部・学科をお勧めしている 

・学業・学問に意欲的になった時期は１年生前期⇒３年生前期。１年生前期では、「オリエンテーションや合宿」などで意欲的になる学生
が多く、３年生では「ゼミ・研究室」などが影響している。 
・学生生活では、専門、教養、語学だけでなく、クラブ・サークル活動やアルバイトなど正課・課外ともに取り組んだ学生が約８割 
・約８割の学生が、スキル系（コミュニケーションスキル、論理的思考力、文章作成）等に力を入れた実感をもつ 
・約７割の学生が大学の授業では「論理的思考力」「問題解決力」「生涯学習力」などが身についたと実感している 
・個別満足１６項目のうち、１２項目において６割以上の学生が満足している。 
 特に９割の学生が、「大学のイメージやブランド」に対し満足している。 
・大学教育に対し、約７割の学生が「企業と接する機会」「思考方法を学ぶ機会」「語学教育の充実」などを要望している 
・英語教育に対しては約６割の学生が「スピーキング」を充実させてほしかったと回答 
・進路・就職先には約８割の学生が満足しており、就職準備で役立ったことで最も多い回答は「進路・就職センターに行く」 



まとめ②と今後の活用について 
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青山学院大学に対する満足度をさらに高めるための観点として 
 

■入学前後の施策（高大接続、マインドセット） 
■成長を実感できる科目（思考力を鍛える、積極的な対人コミュニケーション） 
■教員との交流（ゼミ、ゼミ形式科目） 
■職員対応 
■早期からのキャリア支援 

「データは議論のスピードを速め、共通認識をもつための最適ツールです」 
データが全てではなく、データを加えて対話を重ねていただければ幸いです 

データにより 
可視化された学生像 

日ごろの皆様の実感 

確認 
すり合わせ 

教職員の皆
様の対話 

施策立案 
（ＰＤＣＡ） 

青山学院大学が目指す人材育成 
大学満足度向上 

という示唆が出てまいりましたが・・・ 

語
学 

留
学 

学
部 

青
スタ 

就
職 

広
報 


